
第 2回森林土木技術研修会に講師を派遣 

奈良県水循環・森林・景観環境部森林整備課では県下の市町村とともに、林野庁インフラ長寿命化計画

に基づき、林道施設の維持管理更新等を着実に推進するための定期点検を 2014 年度から実施されている

ところで、2020 年度が林道施設の個別施設計画策定の最終年度となっています。 

2020 年 7 月、森林整備課から奈良県コンクリート診断士会に対し、第 2 回森林土木技術研修会を開催

するに当たって講師の派遣要請がありました。奈良県コンクリート診断士会では、地域貢献活動の趣旨

にも合致していることから、全面的に協力することとして 3名の講師を派遣しました。 

技術協力を行った第 2回森林土木技術研修会の概要は以下の通りです。 

１、開催日時  2020 年 10 月 14 日（水）13時～16 時 30 分 

２、開催場所  奈良県橿原総合庁舎 1F 大会議室 

３、研修内容   

第 1部  林道施設における長寿命化対策（行動計画）ほか       森林整備課 中西係長 

コンクリート診断士と道路橋 1巡目点検結果と課題と動向   NARACD 葛目会長 

コンクリートの製造と性質、鉄筋コンクリート構造の特徴ほか NARACD 小林副会長 

コンクリート構造物の変状と点検診断の留意点        NARACD 松田副会長 

       林道施設長寿命化対策マニュアル（林野庁、平成 28年 3月）および 

         付録-1.2 損傷評価基準（一般管理型点検：林道橋）ほか  NARACD 松田副会長 

第 2部  個別相談（変状事例や点検に係わる技術相談など）      NARACD  

４、参加者  県および 3市 2町 7村の職員 30 名 

５、その他 

写真  第 2 回森林土木技術研修会の様子 


